
21世紀減災社会シンポジウム

山陽新聞社編集局報道部

古川和宏

気候変動時代の豪雨災害に備える

～西日本豪雨５年の歩みから学ぶ



■01 はじめに

・発表者／古川和宏（山陽新聞社編集局報道部、西日本豪雨当時は総社支局）

・倉敷市真備町生まれ、真備町居住歴は約40年。実家は農家

・小田川が時々氾濫する、という話は祖父、父らから聞いていた

西日本豪雨当日

・2018年7月7日未明、小田川氾濫発生。取材先から帰宅中に高馬川堤防決壊を目撃

・胸辺りまで水に漬かりながら帰宅。家族の無事を確認

・車庫からカヤックを出し400㍍離れた実家へ。70代の両親は2階に避難

・自宅では妻と娘２人、実家では両親が取り残される

・13～15時間後にボートで救助される



■02 被災当日

7日午前1時20分

ごろの高馬川堤防。

決壊し濁流が付近

の住宅を押し流して

いた

2018年7月6日午

後11時ごろの宮田

橋。今まで見たこと

がないほどの水位。

堤防上からは水面

に手が届きそうだった

7日午前7時ごろ自

宅2階から。奥に見

えるのは井原線。雨

は降り続け、徐々に

水位が上がる

７日午前8時ごろ。

水位上昇は止まらず
子どもたちにはライフ

ジャケットを着用させ

た。次女はヘルメット

をかぶっていた



■03-1 被災直後

7月9日朝、やっと水位が下がり、自宅に

戻ることができた。家の中は足の踏み場の

ない惨状。水に漬かった日用品から食料、

思い出の品…再利用できそうなものはほと

んどなかった。「すべて失った」



■03-2 被災直後

2018年7月10日付朝刊

2018年7月14日付朝刊



■04 被災後

・被災地で生活する住民の一人として復旧・復興
の状況、思いを継続的に書いてみては、との提案
を受け随時掲載の企画「まび日誌」執筆をスタート

2018年10月5日付朝刊



■05-1 「まび日誌」

・時間とともに変化する被災地の風
景と心情を被災者の目線でつづって
いる

・見えているもの、感じたことを素直に
記すことを心がけている

・あくまで「個人的な思い」だが反響は
大きく「被災者共通の思いなのかもし
れない」と感じ、書く意義を見つけた
気がした



■05-2 まび日誌

2022年7月7日付朝刊

・「かつてどのような災害が発生し
たかを知る」

・「身の回り起こり得る災害を想像
し、可能な限り備える」



■06 地元紙記者として

・豪雨被災から5年半が過ぎた。「書
き残すのが使命」との思いは変わらな
い

・読み返すと、心情が変化している部
分があったり、一貫して変わらないもの
があったり。その時々の思いを書き残
すことの大切さを実感する

・今後も自分なりの視点で発信し続
けていく


